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防災カードは切り取って携帯しましょう。

書き込み式　そなえシート
家族の防災カード





自宅まで歩いた





保育園にいる息子が気になっても
電話は繋がらず
公衆電話も長蛇の列で電話ができず
不安な気持ちを抱えて
保育園の避難先へ向かった













※1

※2

※3

※1　隣近所の安否確認や応急手当を行ったり、広域避難場所へ避難するために一時的に集まる場所で、町会・
　  自治会等の単位で定めています。
※2　震災時、火災の延焼による危険から避難する場所。震災時、火災の延焼の危険性が低く、広域避難場所に
　  避難する必要がない地区については、地区内残留地区に指定されています。

※3　災害による家屋の倒壊・焼失等で被害を受けた人の一時的な生活場所　





下水管の安全が確認できるまではトイレの水を流さないようにしましょう。



忘れて ？



〈港区緊急メール配信サービス〉
慌てて電話を
しない
すぐに引き取りに
むかわない



のご案内

https://www.bousai.metro.tokyo.jp/bousai/1000027/1000289.html

家具の数を減らそう
　不要な家具類は減らしたり、据付け収納家具へ集中収納するなど、できるだけ生活
空間には家具を置かないようにしましょう。

家具の配置を工夫しよう
　避難経路や出入口、「寝る場所」「座る場所」に家具は置かないようにしましょう。

家具を固定しよう
　背の高い家具や冷蔵庫などは必ず固定しましょう。区では、家具の転倒防止器具等
の助成制度を設けているほか、家具の固定方法についてのパンフレットを作成してい
ます。これらを活用して対策に取り組みましょう。

　地震が起きたら、落下物から身を守
ることが鉄則です。身近な避難場所と
しては丈夫なテーブルの下が安全です。
家族全員が身を寄せることができる大
きさで、天板が厚く、脚が頑丈なテー
ブルが望ましいといえます。テーブル
の脚には滑り止めを付けておいたほう
がよいでしょう。
　テーブルや机の下に物を置かないよ
う、日頃から注意しましょう。

https://www.city.minato.tokyo.jp/bousai/kateibousai/kagu.html



　子どもを寝かせている場所や遊ばせている場所など、普段子どもがいるところに
大型家具や家電などの倒れてくると危険なものがないか確認しましょう。

家の外までの避難経路を確保しよう
　家具などが倒れて家の外に出られないという事態も考えられます。家具は、万が
一倒れたとしても部屋のドアが開閉できる場所に設置し、玄関のまわりには物を置
かない工夫をしましょう。

子どもがいる場所に、大型家具や
家電などの倒れてくると危険なも
のがないか確認する

避難経路となる扉付近
に物を置かない



備蓄品

日常備蓄のすすめ

乳児用品の備蓄にも対応

水・食料
飲料水は一人１日あたり３リットルが

目安です。赤ちゃんがいる場合は、体を拭
いたり清潔を保持するための水も多めに
用意しておきましょう。
給水車がきたときに水を受け取るため
に、20リットル程度の運びやすいポリタン
クを用意しておきましょう。ポリタンクは
防災の必需品です。
　非常食は、そのまま食べられるか、簡単
な調理で食べられるものを用意しましょ
う。アルファ化米やレトルトのごはん、離
乳食、缶詰やレトルトのおかず、インスタン
トのスープやラーメン、チョコレートなど。
キューブ型の粉ミルクや液体ミルクも便
利です。

簡易トイレ
水・食料の備蓄と同じくらい、簡易トイ
レの備蓄も重要です。災害時は水道が止
まり、トイレの使用ができなくなる恐れが
あるため、簡易トイレ等を家族の人数分
準備しておきましょう。

燃料・コンロ
お湯を沸かしたり簡単な調理をする

ために、卓上コンロと燃料は備蓄して
おきましょう。
オール電化の家庭で停電するとお湯

が沸かせず、ミルクを作ることもでき
ません。



子どものために忘れては
いけないもの
■ 母子健康手帳
■ 粉ミルクや液体ミルク（母乳育児のお母さんも）
■ ほ乳びん
■ ほ乳びんの消毒液
■ 保温性のあるマイボトル
■ 離乳食（保存性の高いもの）

１週間

■ おむつ
■ 着替え
■ バスタオル（毛布代わりに）
■ 薬（特に小児薬）
■ ウェットティッシュかおしり拭き
■ ビニール袋（おむつなどの汚物の処理用）
■ 飲料水

程度で復旧することを目標として
いるので、その間、自宅で生活で
きる程度の水・食料・簡易トイレ
等を備蓄しておくとよいでしょう。

　大きなマンションでは、水・食料・簡易トイレなどの共同備蓄など、管理組合や防災会で一定
の防災対策を行っていますので、自分のマンションの防災対策を確認しましょう。
　エレベーターの閉じ込め防止対策の確認や、マンションで行っている防災訓練に参加する
など、日頃から防災意識を高めましょう。

母乳育児でも粉ミルクや液体ミルクの用意を

万が一を考えて、粉ミルクや、常温で保存がで

き、お湯に溶かす必要のない液体ミルク、ほ

乳びんは用意しておきましょう。

また、保温性のあるマイボトルや魔法瓶も用意

しておきましょう。お湯の保温ができ、粉ミル

クづくりにも役立ちます。

〈妊産婦向け防災用品あっせん〉
区では、妊産婦向けに水や食料などの防災用

品を特別価格であっせんしています。ぜひ活用

しましょう。詳しくは港区ホームページまたは、

各地区総合支所（区民課保健福祉係）で配布

しているパンフレットをご覧ください。



粉ミルク、液体ミルク・プラスチック製ほ乳びん
飲料水

離乳食・アレルギー対応食
母子健康手帳・診察券
紙おむつ・おしり拭き
不透明のビニール袋

大きい子どもの場合は、非常持ち出し袋
（リュック）をベッドのそばにつるして
おくなど、すぐに持ち出しできるように
しておきましょう。非常持ち出し袋と
いっしょに靴も用意しておき、いざとい
うときはそれをはいて逃げることを教え
ておきましょう。



地域や集合住宅単位の防災訓練に積極的に参加して、防災意識を高めましょう。

災害で助け合えるのは隣近所の人しかいません。集合住宅では近所づきあいが希薄になりがち
ですが、日頃からコミュニケーションをとっておくことが大事です。特に子どものいる家庭同
士の付き合いは、いざというときに心強い助けになります。数日間、集合住宅の中から出られ
ない場合には、子どもをいっしょに遊ばせられるような関係を日頃から築いておきましょう。



https://www.city.minato.tokyo.jp/dobokukeikaku/bosai-anzen/bosai/shinsui/hinanbasho-03.html





1.  防災マップ

2.  防災情報

3.  地区別防災マップ

4.  安否情報

5.  リンク集

6.  ツール

7.  防災ガイド

土砂災害ハザードマップ大雨による浸水ハザードマップ

※日本語のほか、英語・中国語・ハングルに対応しています。

港区ホームページ【ハザードマップ】
https://www.city.minato.tokyo.jp/bousai/hazard_map/hazard_map.html

港区ホームページ【広域避難場所・避難所】
https://www.city.minato.tokyo.jp/bousai/bosai-anzen/bousai/daishunsai/hinanjo.html

港区ホームページ【浸水時の避難場所】
https://www.city.minato.tokyo.jp/dobokukeikaku/bosai-anzen/bousai/shinsui/hinanbasho-03.html

港区ホームページ【各地区防災マップ】
https://www.city.minato.tokyo.jp/bousai/bosai-anzen/bousai/daishunsai/b-map/index.html

港 区 防 災 ア プ リ の ご 案 内　



https://www.bousai.metro.tokyo.jp/bousai/1000027/1000289.html

https://www.city.minato.tokyo.jp/bousai/kaiteibousai/kagu.html

kumin@bousai.city.minato.tokyo.jp

防災情報メールを受信する場合は次のアドレスに空メールを送信してください。
折り返し、区役所から登録用のメールが配信されます。

・津波情報（津波警報など）

・国民保護情報（ミサイル攻撃など）

・防災気象情報（土砂災害警戒情報など）

・その他緊急情報（避難勧告など）

・水位情報（古川の水位）

・雨量情報（区内の降雨量）

・地震情報（震度、震源など）

・気象警報・注意報

妊産婦向け防災用品のあっせん
港区に住民登録のある母子健康手帳を交付された妊婦、または出産した月から１年後の月の前月末
までの産婦を対象に、防災用品を特別価格であっせんしています。
詳しくは、港区ホームページまたは各地区総合支所（区民課保健福祉係）で配布しているパンフレットを
ご覧ください。

港区ホームページ【防災用品あっせん】
https://www.city.minato.tokyo.jp/bousai/kateibousai/assen.html

メールアドレスの
二次元コード

国、地方公共団体が配信元となり、携帯電話会社の持つ回線を用いて、港区内にいる携帯電話利用
者に向けて、避難勧告・指示などの緊急情報メールで伝えます。令和2年１月現在、次の携帯電話
会社４社が対応しています。

区では、保育園や児童館などで災害時の子どもの安全確保、避難誘導、情報連絡などに関する「災
害時行動マニュアル」を作成しています。またそれぞれ施設ごとのマニュアルも作成し、職員ワー
クショップなども実施しています。災害時には、保育園等から電話や緊急情報メールなどの手段で
安否情報などを連絡します。

なお、携帯電話の機種によっては、緊急エリアメールを受信できない機種（古い機種等）があるとともに、
事前に緊急エリアメールを受信するための設定が必要な機種もあります。

東京都防災ホームページ【家具・家電転倒防止対策】

港区ホームページ【家具転倒防止器具等の助成のご案内】

NTT docomo（NTTドコモ）・au（KDDI）・SoftBank（ソフトバンクモバイル）・楽天モバイル





一人１日５回程度×７日分×　  人=　   個

粉ミルク・液体ミルク・ほ乳びん・消毒液

３リットル ×７日分

３食 ×７日分



粉ミルク・液体ミルク★





緊急時の集合場所・連絡先・保育園等の対応について家族で確認しましたか？
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